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シングルナンバーリーチについて

シングルナンバーリーチの概要

シングルナンバーリーチ（SNR）機能では、ユーザがデスクトップ IP Phoneまたは携帯電話
などのリモート接続先で自分の内線への着信コールに応答できます。ユーザは接続を維持した

まま、デスクトップ電話機またはリモート電話機のアクティブコールに応答できます。これに

よって、発信者は1つの番号でユーザに到達できます。応答されなかったコールはボイスメー
ルに転送できます。

リモート接続先としては、次のようなデバイスがあります。

•携帯（セルラー）電話。

•スマートフォン。

•デスクトップ電話機と同じ Cisco Unified CMEルータには属していない IP Phone。

• PSTN上の自宅の電話番号。サポートされる PSTNインターフェイスには、PRI、BRI、
SIP、および FXOがあります。

SNR内線番号への着信コールの場合、Cisco Unified CMEは最初にデスクトップ IP Phoneを呼
び出します。設定された時間内に IP Phoneが応答しない場合、IP Phoneの呼び出しを続行しな
がら、設定されたリモート番号を呼び出します。応答されなかったコールは、設定されたボイ

スメール番号に送信されます。

IPPhoneユーザには、SNR内線番号へのコールを処理するために、次のオプションが用意され
ています。
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•リモート電話機からの通話を撤回：電話機ユーザーは、Resumeソフトキーを押すことに
よって、手動で SNRの内線に通話を撤回できます。これによって、リモート電話からの
通話が切断されます。

•リモート電話機への通話の送信：電話機ユーザーはMobilityソフトキーを使用して、リ
モート電話機に通話を送信できます。電話機ユーザーは、通話に接続しているときに、

Mobilityソフトキーを押して、[通話を携帯電話に送信（Send call to mobile）]を選択でき
ます。通話はリモート電話機に転送されます。

•シングルナンバーリーチの有効化または無効化：IP Phoneがアイドル状態の間、Mobility
ソフトキーを使用すると、SNR機能のオンとオフを切り替えることができます。ユーザが
SNRを無効にしている場合、Cisco Unified CMEはリモート番号を呼び出しません。

IP Phoneユーザは、電話機からサービス機能のボタンで使用できるメニューを使用して、自分
の SNR設定を直接変更できます。電話機ユーザがユーザインターフェイスにアクセスできる
ように、電話機でこの機能を有効にしておく必要があります。

この機能は、ソフトキーがサポートされる SCCP IP電話機の Cisco Unified Cisco Mobility
Express 7.1以降のバージョンでサポートされます。

SNRの機能強化
CiscoUnified CME 8.5では、シングルナンバーリーチ（SNR）機能で次の機能拡張がサポート
されます。

ハードウェア会議

Cisco Unified CME 8.5では、ハードウェア会議に参加した後、携帯電話にコールを送信できま
す。ハードウェア会議に参加すると、すべての電話会議がハードウェアDNにブラインド転送
されます。ephoneのコール文字が着信コールから発信コールに変化し、携帯電話にコールを送
信できます。

通話パーク、コールピックアップ、およびコール取得

以前のバージョンの Cisco Unified CMEでは、通話パーク、コールピックアップ、およびコー
ル取得の機能が SNRに対してサポートされませんでした。Cisco Unified CME 8.5以降のバー
ジョンでは、SNRコールのパーク、ピックアップ、または取得が可能です。

Cisco Unified CiscoMobility Express 8.5では、SNR機能が強化されており、発信者番号の代わり
に携帯電話のローカル番号を表示できるようになっています。ephone-dn構成モードで snrcalling
number localコマンドを構成して、SNR電話機の発信者 IDを表示できます。発信者番号の構成
については、「SCCP電話機のシングルナンバーリーチ拡張の構成（9ページ）」を参照し
てください。

呼び出し開始タイマー

非 FXOポートでは、snr answer too soon timerを設定して、携帯電話のボイスメールボックス
へのコールのローリングを回避できます。携帯電話が非常に短いタイマーの範囲（1～ 5秒）
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内での応答でボイスメールにローリングされる場合、携帯電話のコールレッグがただちに接続

解除されます。ephone-dnモードで snr answer too soonコマンドを設定できます。詳細について
は、SCCP電話機のシングルナンバーリーチ拡張の構成（9ページ）を参照してください。
answer-too soon timerは、携帯電話にコールを送信する場合には適用できません。

携帯電話で応答後の SNR電話の呼び出し停止

SNRが非 FXOポートで展開される場合、携帯電話で SNRコールに応答すると、コールに接続
されます。ephoneはそれ以降、呼び出しを停止し、保留中になります。ephone-dnコンフィギュ
レーションモードで snr ring-stopコマンドを設定して、ephoneでの呼び出しを停止し、保留中
にすることができます。詳細については、SCCP電話機のシングルナンバーリーチ拡張の構成
（9ページ）を参照してください。

Cisco Unified SIP IP Phoneのシングルナンバーリーチ
Cisco Unified CME 9.0よりも前のバージョンでは、ephoneの通常のディレクトリ番号（DN）
と公衆電話交換網（PSTN）接続（PRI/BRI/FXOポートまたは SIPインターフェイスのいずれ
か）の 2つの番号でユーザに到達にできるように、シングルナンバーリーチ（SNR）機能が
有効になっていました。ephoneへの着信コールの場合、CiscoUnified CMEは最初に ephoneDN
を呼び出しました。設定された時間内に ephone DNが応答しなかった場合、Cisco Unified CME
は ephone DNの呼び出しを継続しながら、事前設定された PSTN番号を呼び出しました。

Cisco Unified CME 9.0以降のバージョンでは、Cisco Unified SIP IP Phoneに対して次の SNR機
能がサポートされます。

• Cisco Unified SIP IP phoneで [エクステンションモビリティ（EM）（Extension Mobility
(EM)）]機能を有効化・無効化—切替として、Mobilityソフトキーまたは PLKを使用す
るか、 mobilityおよび no mobilityコマンドを使用して、Cisco Unified SIP IP Phoneで
Mobility機能を有効化・無効化します。

•携帯電話でのコールの手動回収：Resumeソフトキーを使用して、コールを SNR DNに手
動で戻します。

•モバイル PSTN電話機へのコール送信：Cisco Unified SIP IP Phoneが通話中の場合に、
Mobilityソフトキーを使用して、モバイル PSTN電話機に通話を送信します。[携帯電話に
通話を送信（Send call to mobile）]を選択します。通話が携帯電話に引き継がれます。

• SNR電話が発信側か着信側かに関係なく、携帯電話にコールを送信：SNR電話が発信側
か着信側かに関係なく、携帯電話にコールを送信するように、voice register dnまたは
ephone-dnコンフィギュレーションモードで SNR機能が設定されていることを確認しま
す。Mobilityソフトキーを使用して、[携帯電話に通話を送信（Send call to mobile）]を選
択します。通話が携帯電話に引き継がれます。

PSTN、ローカル、またはVoIP Phoneから SNR電話として設定されたCiscoUnified SIP IP Phone
へのコールの場合、Cisco Unified CMEは SIP SNRまたは携帯電話の DNを呼び出します。

SIPSNR電話でコールに応答した場合は、コールをPSTN/BRI/PRI/SIP電話機に送信できます。
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携帯電話で通話に応答した場合は、SIPSNR電話機にResumeソフトキーが表示され、SIPSNR
電話機に通話を戻すことができます。PSTN電話機から SIP SNR電話機へ、または SIP SNR電
話機から PSTN電話機へ、コールを繰り返し回収できます。

cfwd-noanキーワードが構成され、携帯電話と SIP SNR電話機の両方が応答しない場合、事前
設定された遅延時間の終了に達すると、通話は事前設定された内線番号にリダイレクトされま

す。

次に、Cisco Unified SIP IP Phoneで設定された SNR電話が、携帯電話にコールを送信する場合
に、Cisco Unified SCCP IP Phoneで設定されたものとは異なる動作をする例を示します。

• Cisco Unified SCCP IP Phoneの場合、通話が携帯電話に送信されると、SCCP SNR電話機
に Resumeソフトキーが表示されます。

• CiscoUnified SIP IP Phoneの場合、携帯電話で通話に応答すると、SIP SNR電話機にResume
ソフトキーが表示されます。

Resumeソフトキーを押すと、通話が SNR電話機に戻ります。（注）

Cisco Unified Cisco Mobility Express 9.0以降では、Cisco Unified SIP 7906、7911、7941、7942、
7945、7961、7962、7965、7970、7971、7975、8961、9951、および 9971 IP Phoneで SNR機能
がサポートされます。

Unified Cisco Mobility ExpressのMyPhoneAppsによるシングルナンバーリーチ（SNR）の
サポートは、Cisco IP Phone 7800および 8800 Seriesの SIP電話で利用できます。

（注）

Cisco Unified SCCP IP Phoneの仮想 SNR DN
仮想 SNR DNは、登録済みの電話機に関連付けられていないDNです。このDNにコールする
と、事前設定された携帯電話に転送されるか、または携帯電話がコールに応答したか、遅延時

間に達したときに自動保留状態になる可能性があります。自動保留状態の場合、DNが浮動ま
たは未登録となっている可能性があります。浮動DNとは、どの電話機にも設定されていない
DNで、未登録の DNとは、Cisco Unified CMEシステムに登録されていない電話機と関連付け
られた DNです。

Cisco Unified CME 9.0よりも前のバージョンでは、SNR DNがどの登録済み電話機とも関連付
けられていない場合、SNR DN機能が起動しませんでした。 call-forward busyコマンドを使用
して携帯電話に通話を転送できても、SNR DNを電話機に構成する必要があります。浮動 DN
を割り当てたユーザは、電話機を浮動DNに割り当てない限り、コールを転送できませんでし
た。

Cisco Unified CME 9.0以降のバージョンでは、SNR DN機能を起動するために、SNR DNを登
録済み電話機に割り当てる必要がなくなりました。仮想 SNR DNにコールを発信でき、SNR
DNがどの電話機にも関連付けられていない場合でも、SNR機能を起動できます。事前設定さ

シングルナンバーリーチ

4

シングルナンバーリーチ

Cisco Unified SCCP IP Phoneの仮想 SNR DN



れた携帯電話が利用できない状態の場合、仮想SNRDNへのコールを自動受付サービスに転送
でき、ボイスメールボックスに割り当てられた電話機または内線番号を使用して、ボイスメー

ルを取得できます。

仮想 SNR DN機能は、登録済みの電話機に関連付けられていない SNR DN用に設計されてい
ますが、電話機の登録またはログインを完了した仮想 SNRDN、および関連付けられたすべて
の登録済み電話機が登録解除されると仮想になる、登録済み DNもサポートされます。

シングルナンバーリーチの設定

SCPP電話機のシングルナンバーリーチの構成

•各 IP Phoneは 1つの SNRディレクトリ番号だけをサポートします。

• SNR機能は次に対してはサポートされません。

• SCCP制御のアナログ FXS電話機

• MLPPコール

•安全なコール

•ビデオコール

•ハントグループのディレクトリ番号（音声または ephone）

• MWIディレクトリ番号

•トランクディレクトリ番号

•オーバーレイセットでは、1つの SNRディレクトリ番号だけをサポートでき、その
ディレクトリ番号をプライマリディレクトリ番号にする必要があります。

• call-forward noanコマンドで構成した無応答時転送（CFNA）は、SNRがディレクト
リ番号で構成された場合は無効です。未応答通話を音声メールに転送するには、snr
コマンドの cfwd-noanキーワードを使用します。

• snrコマンドの cfwd-noanキーワードを使用した未応答通話の通話転送は、通話が即
時接続されるため、FXOトランクからの PSTN通話に対してサポートされません。

•内線番号からビジーの内線番号への通話は、no forward local-callsがディレクトリ番
号で構成されていても、SNR接続先に転送されます。

•コールは常にプライベートに保たれます。リモート電話機でコールが応答された場
合、デスクトップ IP Phoneはコールを再開しない限り、そのコールを受信できませ
ん。

• SNRコールに対してサポートされるロケールは米国英語だけです。

制約事項

シングルナンバーリーチ
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始める前に

• Cisco Unified CME 7.1以降のバージョン

• Cisco IP Communicatorではバージョン 2.1.4以降が必要

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-dn dn-tag

4. number number

5. mobility
6. snr e164-number delay seconds timeout seconds [cfwd-noan extension-number]
7. snr calling-number local
8. exit
9. ephone-template template-tag

10. softkeys connected {[Acct] [ConfList] [Confrn] [Endcall] [Flash] [HLog] [Hold]
[Join] [LiveRcd] [Mobility] [Park] [RmLstC] [Select] [TrnsfVM] [Trnsfer]}

11. softkeys idle{[Cfwdall][ConfList][Dnd][Gpickup][HLog][Join][Login][Mobility]
[Newcall] [Pickup] [Redial] [RmLstC]}

12. exit
13. ephone phone-tag

14. ephone-template template-tag

15. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

directory numberコンフィギュレーションモードを
開始します。

ephone-dn dn-tag

例：

ステップ 3

Router(config)# ephone-dn 10

内線番号をこのディレクトリ番号に関連付けます。number number

例：

ステップ 4

• numberー内線または E.164電話番号を示す最
大 16桁の文字列。Router(config-ephone-dn)# number 1001
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目的コマンドまたはアクション

ディレクトリ番号でモビリティ機能を有効にしま

す。

mobility

例：

ステップ 5

Router(config-ephone-dn)# mobility

内線番号で SNRを有効にします。snr e164-number delay seconds timeout seconds
[cfwd-noan extension-number]

ステップ 6

• e164-number— IP Phone内線で応答がなかった
場合に呼び出す E.164電話番号。例：

Router(config-ephone-dn)# snr 4085550133 delay
5 timeout 15 cfwd-noan 2001 • delay seconds —リモート電話機を呼び出す前

に、通話が IP Phoneを呼び出す秒数を設定し
ます。範囲は 0～ 10です。デフォルト：無
効。

• timeout seconds —構成された遅延の経過後に
着信音が鳴る秒数を設定します。リモート電話

機がコールに応答した場合でも、IPPhoneでこ
の時間の長さだけ呼び出しが継続されます。範

囲は 5～ 60です。デフォルト：無効。

• cfwd-noan extension-number —（オプション）
delayと timeoutの両方の秒数が経過しても電
話機が応答しなかった場合、通話をこの番号に

転送します。これは通常、ボイスメール番号で

す。

通話が即時接続されるため、cfwd-noan
オプションはFXOトランクからの通話に
対してはサポートされません。

（注）

（任意）元の発信側の番号を、リモート電話機の発

信者 IDの表示で、SNR内線番号付きの元の発信側
番号に置き換えます。

snr calling-number local

例：

Router(config-ephone-dn)# snr calling-number
local

ステップ 7

•このコマンドは Cisco Unified CME 8.0以降の
バージョンでサポートされます。

ephone-dnコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：

ステップ 8

Router(config-ephone-dn)# exit

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを開始して、ephoneテンプレートを作成します。

ephone-template template-tag

例：

ステップ 9

• template-tag—作成される ephoneテンプレート
の固有識別子。範囲は 1～ 20です。

Router(config)# ephone-template 1
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目的コマンドまたはアクション

通話が接続状態の場合に IP Phoneで表示されるソ
フトキーの順番と種類を変更します。

softkeys connected {[Acct] [ConfList] [Confrn]
[Endcall] [Flash] [HLog] [Hold] [Join]
[LiveRcd] [Mobility] [Park] [RmLstC] [Select]
[TrnsfVM] [Trnsfer]}

ステップ 10

•接続中通話状態でMobilityソフトキーを押す
と、通話がステップ 6で定義したPSTN番号に
転送されます。

例：

Router(config-ephone-template)# softkeys
connected endcall hold livercd mobility

アイドル通話状態に IP Phoneで表示されるソフト
キーの順番とタイプを修正します。

softkeys idle {[Cfwdall] [ConfList] [Dnd]
[Gpickup] [HLog] [Join] [Login] [Mobility]
[Newcall] [Pickup] [Redial] [RmLstC]}

ステップ 11

•アイドル通話状態でMobilityソフトキーを押す
と、SNR機能が有効になります。このキーは例：

Router(config-ephone-template)# softkeys idle
dnd gpickup pickup mobility

トグル動作となり、2回めに押すと、SNR機能
が無効になります。

ephoneテンプレートコンフィギュレーションモー
ドを終了します。

exit

例：

ステップ 12

Router(config-ephone-template)# exit

ephoneコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

ephone phone-tag

例：

ステップ 13

• phone-tag—構成タスク中にこの ephoneを識別
する一意の番号。

Router(config)# ephone 21

ephoneテンプレートを電話機に適用します。ephone-template template-tag

例：

ステップ 14

• template-tag —手順 12で作成した ephoneテン
プレートの固有識別子。Router(config-ephone)# ephone-template 1

設定モードを終了します。end

例：

ステップ 15

Router(config-ephone-template)# end

例

次に、IP Phone 21で内線番号 1001が SNRに対して有効になる例を示します。コール
がこの番号を 5秒間を呼び出した後、リモート番号 4085550133も呼び出します。この
コールは両方の電話機を 15秒間、呼び出し続けます。合計 20秒間コールに応答がな
かった場合、コールの呼び出しが終了し、ボイスメール番号 2001に転送されます。

ephone-template 1
softkeys idle Dnd Gpickup Pickup Mobility
softkeys connected Endcall Hold LiveRcd Mobility
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!
ephone-dn 10
number 1001
mobility
snr 4085550133 delay 5 timeout 15 cfwd-noan 2001
snr calling-number local
!
!
ephone 21
mac-address 02EA.EAEA.0001
ephone-template 1
button 1:10

SCCP電話機のシングルナンバーリーチ拡張の構成

•ソフトウェア会議：ソフトウェア会議が開始され、ephoneでコミットされると、携
帯電話へのコールの送信はできなくなります。ソフトウェア会議がコミットされた後

は、モビリティのみを有効または無効にできます。

• FXOポートでの SNRコールピックアップ：FXOポートを介して PSTNにルーティン
グされる通話の場合、この通話は FXOポートでアウトバウンドと認識されるとすぐ
に「接続済み」とシグナリングされます。FXOが接続状態になるとすぐに、携帯電
話が FXOインターフェイスに表示され、コール（セッション）が通話中状態になり
ます。ephoneは呼び出し中状態になりますが、ephoneコールには応答できません。

• SNRコールが外線側から発信される場合、保留音（MOH）はサポートされません。
SNRコールがトランク側から発信される場合、このコールでMOHがサポートされ
ます。

制約事項

始める前に

Cisco Unified CME 8.5以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-dn dn-tag

4. number number [secondary number] [no-reg [both | primary]]
5. mobility
6. snr calling number local
7. snr answer too soon time

8. snr ring-stop
9. exit

シングルナンバーリーチ
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

directory numberコンフィギュレーションモードを開
始します。

ephone-dn dn-tag

例：

ステップ 3

Router(config)# ephone-dn 10

内線番号をこのディレクトリ番号に関連付けます。number number [secondary number] [no-reg [both |
primary]]

ステップ 4

• numberー内線またはE.164電話番号を示す最大
16桁の文字列。例：

Router(config-ephone-dn)# number 1001

ディレクトリ番号でモビリティ機能を有効にしま

す。

mobility

例：

ステップ 5

Router(config-ephone-dn)# mobility

SNR携帯電話で発信者番号としてローカル番号を表
示します。

snr calling number local

例：

ステップ 6

Router(config-ephone-dn)#snr calling-number local

SNR携帯電話でコールに応答するためのタイマーを
有効にします。

snr answer too soon time

例：

ステップ 7

• time —秒単位の時間。範囲は 1～ 5です。Router(config-ephone-dn)#snr answer-too-soon 4

SNRコールが携帯電話で応答された後、IP Phoneの
呼び出しを停止できます。

snr ring-stop

例：

ステップ 8

Router(config-ephone-dn)#snr ring-stop

ephone-dnコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：

ステップ 9

Router(config-ephone-dn)# exit

例

次の例では、ephone-dn 10で設定される SNR機能拡張を示します。

シングルナンバーリーチ
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Router#show running config
!
!
telephony-service
sdspfarm units 1
sdspfarm tag 1 confprof1
conference hardware
max-ephones 262
max-dn 720
ip source-address 172.19.153.114 port 2000
service phone thumbButton PTTH6
load 7906 SCCP11.8-5-3S.loads
load 7911 SCCP11.8-5-3S.loads
!
ephone-template 6
feature-button 1 Hold
!
!
ephone-dn 10
mobility
snr calling-number local
snr ring-stop
snr answer-too-soon 4

SIP電話機のシングルナンバーリーチの構成

• Cisco Unified SIP IP Phoneのハードウェア会議とプライバシー保留はサポートされま
せん。

• Cisco Unified SIPと SCCP IP Phoneの混在する共有回線はサポートされません。

• SIP共有回線の登録モードと通知モードはサポートされません。

• H323 IPトランクからの着信コールはサポートされません。

• SIP-SIPトランクコールに対するメディアフローアラウンドはサポートされません。

•ソフトウェア会議がコミットされた後は Cisco Unified SIP IP Phoneが保留になるた
め、ソフトウェア会議を開始した SIP SNR電話機は携帯電話とのコールの送受信が
できません。

制約事項

始める前に

Cisco Unified CME 9.0以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. voice register template template-tag

シングルナンバーリーチ
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4. softkeys idle {[Cfwdall] [DND] [Gpickup] [Newcall] [Pickup] [Redial]}
5. softkeys connected {[Confrn] [Endcall] [Hold] [Park] [Trnsfer] [iDivert]}
6. exit
7. voice register pool pool-tag

8. session-transport {tcp}
9. exit
10. voice register dn dn-tag

11. number number

12. name name

13. mobility
14. snr calling-number local
15. snr e164-number delay seconds timeout seconds [cfwd-noan extension-number]
16. snr ring-stop
17. snr answer-too-soon time

18. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

音声レジスタテンプレートコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

voice register template template-tag

例：

ステップ 3

• template-tag—作成するテンプレートの識別子。
範囲は 1～ 10です。

Router(config)# voice register template 1

通話がアイドル状態のときに、Cisco Unified SIP IP
Phoneのソフトキーのディスプレイを変更します。

softkeys idle {[Cfwdall] [DND] [Gpickup]
[Newcall] [Pickup] [Redial]}

例：

ステップ 4

• Cfwdall—（オプション）「不在転送」のソフ
トキー。すべての通話を転送します。Router(config-register-temp)# softkeys idle

Redial Cfwdall

• DND —（オプション）[サイレント
（Do-Not-Disturb）]機能を有効にするソフト
キー。

• Gpickup—（オプション）別の電話機で呼び出
されている通話にユーザーが応答することを許

可するソフトキー。

シングルナンバーリーチ
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目的コマンドまたはアクション

• Newcall—（オプション）スピーカーフォンの
回線を開き、新しい通話を発信するソフト

キー。

• Pickup —（オプション）同じピックアップグ
ループのメンバーである別の電話機で呼び出さ

れている通話をユーザーが応答できるようにす

るソフトキー。

• Redial —（オプション）最後にダイヤルした
番号をリダイヤルするソフトキー。

通話が接続状態のときに、CiscoUnified SIP IPPhone
のソフトキーディスプレイを変更します。

softkeys connected {[Confrn] [Endcall] [Hold]
[Park] [Trnsfer] [iDivert]}

例：

ステップ 5

• Confrn —（オプション）発信者を電話会議に
接続するソフトキー。Router(config-register-temp)# softkeys connected

Confrn Hold Endcall

• Endcall —（オプション）現在の通話を終了す
るソフトキー。

• Hold —（オプション）進行中の通話を保留に
し、通話を再開するソフトキー。

• Park—（オプション）進行中の通話を保留西、
システムの別の電話機で着信できるようにする

ソフトキー。

• Trnsfer —（オプション）進行中の通話を別の
内線番号に転送するソフトキー。

• iDivert —（オプション）通話を音声メッセー
ジシステムに即時転送するソフトキー。

音声レジスタテンプレートコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

ステップ 6

Router(config-register-temp)# exit

音声レジスタプールコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

voice register pool pool-tag

例：

ステップ 7

• pool-tag—プールに割り当てられた固有番号。
範囲は 1～ 100です。

Router(config)# voice register pool 10

Cisco Unified CiscoMobility Expressシステ
ムの場合、max-poolコマンドが引数の上
限を定義します。

（注）

シングルナンバーリーチ
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified SIP IP Phoneが Cisco Unified CMEへの
接続に使用するトランスポート層プロトコルを指定

します。

session-transport {tcp}

例：

Router(config-register-pool)# session-transport
tcp

ステップ 8

• tcp—Transmission Control Protocol（TCP）を使
用します。

音声レジスタプールコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exit

例：

ステップ 9

Router(config-register-pool)# exit

voice register dnコンフィギュレーションモードを
開始します。

voice register dn dn-tag

例：

ステップ 10

• dn-tag—構成タスク中に特定のディレクトリ番
号を識別する一意のシーケンス番号。範囲は1

Router(config)# voice register dn 3

～ 150または、max-dnコマンドが定義する最
大値です。

電話機または内線番号を Cisco Unified CMEシステ
ム内の Cisco Unified SIP IP Phoneに関連付けます。

number number

例：

ステップ 11

• number —E.164電話番号を示す最大 16文字の
文字列。通常、この文字列は数字で構成されま

Router(config-register-dn)# number 1004

すが、この番号がルータだけでインターコム番

号と同様にダイヤルされる場合、文字列にアル

ファベット文字が含まれる場合があります。

名前を Cisco Unified CMEのディレクトリ番号に関
連付けます。

name name

例：

ステップ 12

• name—指定された内線番号に関連付けられた
人の名前。名前は、directory

Router(config-register-dn)# name John Smith

（telephony-service）コマンドまたは
first-name-firstまたは last-name-firstのいずれ
かで指定された順序に従う必要があります。

CiscoUnifiedSIP IPPhoneの内線に対してモビリティ
機能を有効にします。

mobility

例：

ステップ 13

Router(config-register-dn)# mobility

設定された携帯電話に表示される発信者番号をロー

カル SNR番号に置換します。
snr calling-number local

例：

ステップ 14

Router(config-register-dn)# snr calling-number
local

シングルナンバーリーチ
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目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified SIP IP Phoneの内線に対して SNR機能
を有効にします。

snr e164-number delay seconds timeout seconds
[cfwd-noan extension-number]

例：

ステップ 15

• e164-number —Cisco Unified SIP IP Phone内線
が応答しなかった場合に呼び出すE.164電話番
号。

Router(config-register-dn)# snr 9900 delay 1
timeout 10

• delay seconds呼び出された際に、Cisco Unified
SIP IP Phoneの呼出音が鳴る秒数を設定しま
す。遅延時間に達すると、通話はPSTN電話お
よび SNRディレクトリ番号に転送されます。
範囲：0～ 30。デフォルトは 5です。

• timeout seconds —構成された遅延時間の経過
後に Cisco Unified SIP IP Phoneの呼出音が鳴る
秒数を設定します。タイムアウト値に達する

と、電話機にコールが表示されなくなります。

通話を撤回するには、Resumeソフトキーを押
し、通話を携帯電話に送信するには、Mobility
ソフトキーを押します。範囲：30～ 60。デ
フォルトは 60です。

デフォルトが有効の場合、Cisco Unified
SIP IPPhoneはリモート電話がコールに応
答した場合でも、60秒間呼び出しを継続
します。

（注）

• cfwd-noan extension-number —（オプション）
delayと timeoutの両方の値に達しても電話機が
応答しない場合、通話をこの内線番号に転送し

ます。内線番号は通常、ボイスメール番号で

す。

コールがただちに接続されるため、この

オプションはFXOトランクからのコール
に対してはサポートされません。

（注）

設定された携帯電話でSNRコールが応答された後、
CiscoUnifiedSIP IPPhoneの呼び出しが終了します。

snr ring-stop

例：

ステップ 16

Router(config-register-dn)# snr ring-stop

SNRコールが携帯電話のボイスメールボックスに
転送されることを防止する時間を設定します。

snr answer-too-soon time

例：

ステップ 17

• time —秒単位の時間。範囲：1～ 5。Router(config-register-dn)# snr answer-too-soon
2

シングルナンバーリーチ
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目的コマンドまたはアクション

voice register dnコンフィギュレーションモードを
終了し、特権 EXECモードを開始します。

end

例：

ステップ 18

Router(config-register-dn)# end

SCCP電話機での仮想 SNR DNの構成

•仮想 SNR DNは Cisco Unified SCCP IP Phoneの DNだけをサポートします。

•仮想 SNR DNはコール中のサポートを提供しません。

コール中とは次のいずれかです。

• DNが登録済みの電話機に関連付けられる前に到達し、DNが電話機に関連付け
られた後にも存在しているコール。

•状態が登録済みから仮想に変化し、登録済みに戻った登録済み DNに到達した
コール。

•通話中のコールは、DNに関連付けられた電話機から回収、応答、または終了するこ
とができません。

•仮想DNの状態は、呼び出しから保留に移行するか、登録済みDNとして保留中のま
まになります。

制約事項

始める前に

Cisco Unified CME 9.0以降のバージョン。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ephone-dn dn-tag

4. number number

5. mobility
6. snr mode [virtual]
7. snr e164-number delay seconds timeout seconds [cfwd-noan extension-number]
8. end

シングルナンバーリーチ
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•プロンプトが表示されたら、パスワードを入力
します。Router> enable

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

ephone-dnコンフィギュレーションモードを開始し、
IP Phone回線のディレクトリ番号を設定します。

ephone-dn dn-tag

例：

ステップ 3

• dn-tag—構成タスク中にこの ephone-dnを識別
する一意の番号。範囲は、1～ max-dnコマン
ドで定義された数値までです。

Router(config)# ephone-dn 10

電話番号または内線番号をこの ephone-dnに関連付
けます。

number number

例：

ステップ 4

• numberE.164電話番号を示す最大16文字の文字
列。通常、この文字列は数字で構成されます

Router(config-ephone-dn)# number 1001

が、この番号がルータだけでインターコム番号

と同様にダイヤルされる場合、文字列にアル

ファベット文字が含まれる場合があります。

Cisco Unified SCCP IP Phoneの内線に対してモビリ
ティ機能を有効にします。

mobility

例：

ステップ 5

Router(config-ephone-dn)# mobility

SNRディレクトリ番号のモードを設定します。snr mode [virtual]

例：

ステップ 6

• virtual—未登録または浮動の場合、SNRDNに
対して仮想モードを有効にします。Router(config-ephone-dn)# snr mode virtual

CiscoUnified SCCP IPPhoneの内線に対してシングル
ナンバーリーチ機能を有効にします。

snr e164-number delay seconds timeout seconds
[cfwd-noan extension-number]

例：

ステップ 7

• e164-number — IP Phone内線で応答がなかった
場合に呼び出す E.164電話番号。Router(config-ephone-dn)# snr 408550133 delay 5

timeout 15 cfwd-noan 2001

• delayseconds—リモート電話機を呼び出す前に、
通話が IP Phoneを呼び出す秒数を設定します。
範囲：0～ 10。デフォルト：無効。

シングルナンバーリーチ
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目的コマンドまたはアクション

• timeout seconds—構成された遅延の経過後に着
信音が鳴る秒数を設定します。リモート電話機

がコールに応答した場合でも、IP Phoneでこの
時間の長さだけ呼び出しが継続されます。範

囲：5～ 60。デフォルト：無効。

• cfwd-noan extension-number—（オプション）遅
延とタイムアウトの両方の秒数が経過しても電

話機が応答しなかった場合、通話をこの番号に

転送します。これは通常、ボイスメール番号で

す。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 8

Router(config-ephone-dn)# end

シングルナンバーリーチの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

シングルナンバーリーチ
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表 1 :シングルナンバーリーチの機能情報

変更内容Cisco Unified Cisco Mobility
Expressのバージョン

機能名

Cisco Unified SIP IP Phoneの次
の SNR機能がサポートされま
す。

• EM機能を有効または無効
にします。

•携帯電話でのコールを手
動で回収します。

•モバイル PSTN電話に
コールを発信します。

• SNR電話機が発信側であ
るか着信側であるかに関

係なく、携帯電話にコー

ルを発信します。

9.0Cisco Unified SIP IP Phoneのシ
ングルナンバーリーチ

仮想 SNR DNにコールを発信
でき、SNR DNがどの電話機
にも関連付けられていない場

合でも、SNR機能を起動でき
ます。

Cisco Unified SCCP IP Phoneの
仮想 SNR DN

次の SNR機能強化のサポート
が追加されました。

•ハードウェア会議

•通話パーク、コールピッ
クアップ、およびコール

取得

•呼び出し開始タイマー

•携帯電話で応答後の SNR
電話の呼び出し停止

8.5SNRの機能強化

発信者 ID表示で発信者番号を
SNR内線番号に置換する snr
calling-number localコマンド
が追加されました。

8.0発信者番号ローカル

SNR機能が導入されました。7.1シングルナンバーリーチ
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